
   復興の歩み

▲

 H23（2011年）
 3月 11日 東日本大震災津波発生、岩手県災害対策本部設置
  13日 県内の避難者数が最多の5万4,429人に（在宅含む）
 4月 11日 「がんばろう！岩手」宣言発表
   「岩手県東日本大震災津波復興委員会」発足
 8月 11日 県内全ての応急仮設住宅が完成
   県が「岩手県東日本大震災津波復興計画復興基本計画」を策定

▲

 H24（2012年）
 2月 10日 国が復興庁を設置し、盛岡市に岩手復興局、宮古市と釡石市に支所を

設置
 3月 11日 東日本大震災津波から1年、各地で追悼式などが挙行される
 6月 14日 県内で初めて災害公営住宅の建設に着手（釡石市平田地区）
 12月 10日 県内で初めて災害公営住宅への入居開始（大船渡市盛中央団地）

▲

 H25（2013年）
 3月 2日 JR大船渡線気仙沼～盛間でBRTによる運行開始
 4月 1日 久慈市を舞台としたNHK朝の連続テレビ小説「あまちゃん」放映開始
 5月 24日 「三陸復興国立公園」創設
 7月 3日 「奇跡の一本松」保存事業完成式開催
 9月 24日 県沿岸部を中心とした「三陸ジオパーク」が日本ジオパークに認定

▲

 H26（2014年）
 4月 5日 三陸鉄道南リアス線　吉浜～釜石間の運行再開により、全線において運

行再開
   山田町立船越小学校、被災校舎から移転・新築した新校舎での授業開始、

被災３県で初
  6日 三陸鉄道北リアス線　小本～田野畑間の運行再開により、全線において

運行再開
  12日 釜石線花巻～釜石駅間でＳＬ銀河が営業運転を開始
 8月 24日 復興道路「宮古盛岡横断道路（平津戸松草道路・区界道路）」の着工によ

り県内の復興道路が全て着工

▲

 H27（2015年）
 3月 14日 「第３回国連防災世界会議」が仙台市をメイン会場に開催される
   岩手県は「防災・復興に関する岩手県からの提言」を世界に発信（～18日）
   「3.11東日本大震災遠野市後方支援資料館」が開所（遠野市）
 7月 8日 釜石市の橋野鉄鉱山を含む「明治日本の産業革命遺産」が世界遺産に登録
  12日 県内で初めて、仮設商店街が移転し本設としてオープン（大船渡市）
 11月 22日 高台移転地の造成工事がほぼ完了した田老地区で「田老まちびらき記念

式」を開催（宮古市）

▲

 H28（2016年）
 4月 11日 新「がんばろう！岩手」宣言発表
  27日 県立大槌病院が再建、新築落成式を開催
 8月 19日 県立山田病院が再建、新築落成式を開催
 8月 30日 平成28年台風第10号により甚大な被害
 9月 26日 被災した小・中５校を統合、県内初の義務教育学校大槌町立大槌学園の

新校舎での授業開始

 10月 1日 第71回国民体育大会「希望郷いわて国体本大会」を開催（～11日）
  22日 第16回全国障害者スポーツ大会「希望郷いわて大会」を開催（～24日）
 11月 10日 山田町で共同店舗「オール」オープン

▲

 H29（2017年）
 4月 27日 陸前高田市に「アバッセたかた」オープン
  29日 大船渡市に「おおふなと夢商店街」「キャッセン・モール＆パティオ」「キャッ

セン・フードヴィレッジ」がオープン
 7月 27日 全国知事会議が本県で開催、岩手宣言を採択（～28日）
  31日 「水門・陸閘自動閉鎖システム」運用開始
 9月 23日 大阪府から無償譲渡されたガントリークレーンが供用開始（釜石市）
 12月 8日 「釜石市民ホール（ＴＥＴＴＯ）」がオープン

▲

 H30（2018年）
 2月 16日 県立高田病院が再建、新築落成式を開催
 3月 9日 県内で初となる内陸避難者向け災害公営住宅「県営備後第１アパート８

号棟」が完成
  30日 釜石港湾口防波堤の復旧工事が完了
 6月 22日 岩手県初のフェリー航路「宮古・室蘭フェリー」宮古港から出航
 8月 19日 釡石鵜住居復興スタジアムが完成、オープニングイベントを開催
 12月 14日 陸前高田市立気仙小学校が再建、翌月落成式を開催
   県内の被災公立学校86校の学校施設が全て再建

▲

 H31/R1（2019年）
 3月 9日 復興道路「三陸沿岸道路（吉浜釡石道路・釡石山田道路（釡石南～釡石

両石））」、「東北横断自動車道釡石秋田線（釡石（釡石～釡石仙人峠））」
供用開始（釡石市）

   東北横断自動車道釡石秋田線の全線開通
  23日 三陸鉄道「リアス線」全面開通
 6月 1日 「三陸防災復興プロジェクト2019」開幕（～8月7日） ❶
  9日 「みちのく潮風トレイル」全線開通
  30日 山田町で「山田町復興祈念まちびらき」開催
 9月 22日 「東日本大震災津波伝承館（愛称：「いわてTSUNAMI（つなみ）メモリア

ル」）が開館 ❷
  25日 ラグビーワールドカップ2019™日本大会釜石開催のフィジー対ウルグア

イ戦が釜石鵜住居復興スタジアムで開催 ❸
 10月 13日 令和元年台風第19号により甚大な被害
 11月 5日 大槌町赤浜①団地災害公営住宅が完成により、県沿岸部の災害公営住

宅全5,550戸の整備完了

▲

 R2（2020年）
 3月 20日 三陸鉄道リアス線が台風被害からの復旧により、約5ヶ月ぶりに全線運行

再開  
 3月 22日 オリンピック競技大会の聖火に先立ち、「復興の火」として聖火が岩手に

到着（～23日）（大船渡市・宮古市・大槌町・山田町） ❹
 5月 18日 三陸鉄道リアス線「新田老駅」開業（宮古市） ❺
 7月 12日 復興道路「三陸沿岸道路（宮古中央JCT～田老真崎海岸IC）宮古盛岡

横断道路（宮古港IC～宮古中央IC）開通により、県内の三陸沿岸道路は
田野畑村以南が全て開通

   震災の記憶と復興の姿    三陸名産品等で楽しむ岩手
りあすぱーく“オンライン”マルシェのご紹介

　岩手県は、新型コロナウイルス感染症の影響対策として、県民の皆様が県
内の生産者や企業の商品を知って、消費していただくことで、地元生産者や企
業を応援し、地域全体を元気にしていくためのキャンペーンを展開しています。
　キャンペーンの一環として、県内外で活躍するライターやカメラマンなどの
有志等で構成する「買うなら岩手のもの」総合サイト製作委員会がポータル
サイトを制作・運用しています。
　岩手県内の「買う」を応援するこのポータルサイトでは、店舗や生産者等の
掲載登録を募集していますので、ぜひご応募ください。
　また、「食」以外の店舗・施設などの情報も広く掲載されていますので、ぜひ
ご覧ください。

「買うなら岩手のもの」ポータルサイト開設のお知らせ

「買うなら岩手のもの」バーチャル物産展開催のお知らせ

❹❹ ❺❺

❶❶ ❷❷

❸❸

お問い合わせ　　　　岩手県復興局まちづくり・産業再生課　☎019-629-6930

お問い合わせ　　　　岩手県商工労働観光部産業経済交流課　☎019-629-5537

お問い合わせ　　　　岩手県商工労働観光部産業経済交流課　☎019-629-5537

ポータルサイトの閲覧や掲載の希望は
こちらのホームページからお願いします。
https://katte-tabete-iwate.com

　岩手県沿岸部で起業等を行った事業者のインターネット販売サイト
をまとめました。いわて三陸の空気感を味わいながら、のんびりとオンライ
ンショッピングをお楽しみいただき、素敵な自宅時間をお過ごしください。

詳しくは
コチラ！

facebook

ポータル
サイト

　岩手県産品の消費拡大に向けて、岩手県ではオンラインストアで岩手自慢の商品を販売する「バーチャル物産展」をオープン
しました。豊かな自然が育んだおいしい食べ物や、岩手の風土に根ざした匠の技が光る魅力的な工芸品など、すべての商品を通
常価格の３割引きで販売しています。
　この機会にサイトにアクセスの上、岩手の県産品をお買い求めください。
【バーチャル物産展開催期間】令和３年１月29日まで（終了が早まる場合がございます。）

❽東日本大震災津波伝承館いわてT
つ な み
SUNAMIメモリアル���������

先人の英知に学び、東日本大震災津波の事実と教訓を世
界中の人々と共有し、自然災害に強い社会
を一緒に実現することを目指すとともに、
東日本大震災津波を乗り越えて進む姿を、
支援への感謝とともに発信しています。

❹津波遺構たろう観光ホテル������������������������

高さ 17 メートルを超える津波の被害を受け、４階まで
浸水、２階までは柱を残して流失したもの
の、倒壊を免れた「たろう観光ホテル」を
津波遺構として保存整備しています。

❸震災遺構明戸海岸防潮堤��������������������������

津波によって決壊した防潮堤が、被災当時の姿のままに
保存されています。地元の住民ガイドが、

「大津波語り部＆ガイド」プログラムを提
供しています。

❷普代水門����������������������������������������

普代水門（昭和 59 年建設・高さ 15.5 ｍ）と太田名部防潮堤（昭
和 42 年建設）は、役場や普代分署などがある村中心部に津
波を到達させることなく被害を最小限にとどめました。
＜施設に関する窓口＞
岩手県県北広域振興局　TEL：0194-53-5990

❶地下水族科学館もぐらんぴあ����������������������

東日本大震災津波で全壊した地下水族科学館は、平成 28
年に元の場所で再開しました。「防災展示
室あーすぴあ」を整備し、発災当時の状況
や復興のあゆみを紹介し、防災学習や視察
にも対応しています。

…震災伝承施設…震災伝承施設 …�…�より良い復興より良い復興
　�ビルド・バック・ベター　�ビルド・バック・ベター …中長期的課題…中長期的課題

❻いのちをつなぐ未来館・釜石祈りのパーク�����������

大震災の出来事や教訓を後世に伝え、防災学習を推進する
拠点施設で、釜石市内外からの来館者に有機的な防災学習
体験プログラムを提供しています。釜石祈りのパークは「鵜
住居地区防災センター」の跡地に「津波に
よる犠牲をなくし、未来の命を守るために」
を基本理念とし、東日本大震災の犠牲者を
慰霊、追悼する施設として整備されました。

❼大船渡市立博物館��������������������������������

東日本大震災津波での大船渡市の被害に関する企画展
や、映像資料「荒れ狂う海～津波常習地・
大船渡」を常設で上映しています。また、
過去の津波の記録や歴史資料をまとめて
展示し教訓として伝えています。

❺大槌町文化交流センターおしゃっち����������������

大槌町の御社地エリアに建つ大槌町文化交流センターで、
図書館や震災伝承展示の機能を備え、震災
後の町の状況や復興の様子を伝えていくと
いう役割も担っています。

�釜石鵜住居復興スタジアム、ラグビーワールドカップ　
2019TM岩手・釜石開催��������������������������������

震災で被害を受けた旧鵜住居小学校、釜石東中学校の跡地に
鵜住居復興スタジアムが建設され、ラグビーワールドカップ
2019™ が開催されました。 震災当時、児童・
生徒は、手に手を取り合って約２km の坂道
を駆け上がり、津波から逃れて避難したこと
は、次世代に伝える教訓となっています。

まちなか再生計画に基づく商業施設の整備������������

被災したまちなかの商業施設の本格整備のため、「まちなか
再生計画」に基づき、商業施設の整備と周辺のまちづくりが
一体となって進められています。山田町では
共同店舗オール、大船渡市ではキャッセン大
船渡、釜石市では鵜住居にうのポート、陸前
高田市ではアバッセたかたが完成しています。

三陸鉄道リアス線誕生������������������������������

三陸鉄道は、震災により甚大な被害を受け、全線が不通となり
ました。クウェート政府をはじめ、多くの企業、団体、個人か
ら支援をいただき、平成 26 年４月に南・北リアス線全線で運
行を再開しました。平成 31 年３月に旧 JR 山田
線が経営移管され、国内の第３セクターとして
は最長となる 163km（盛－久慈間）が、新た
に三陸鉄道リアス線として生まれ変わりました。

三陸防災復興プロジェクト2019� ��������������������
令和元年６月１日から８月７日までを会期とした三陸地域全
体を舞台とする総合的な防災復興行事です。「三
陸がつながる。日本各地や世界とつながる。ひ
とつになって更に前に進む。」を基本コンセプ
トとし、復興の今と三陸の魅力を発信しました。

復興道路等の整備����������������������������������

災害に強い道路ネットワークを構築するため、三陸沿岸
の縦貫軸及び内陸部と沿岸部を結ぶ高規格
幹線道路等を「復興道路」として整備を促
進しています。

海岸保全施設等の復旧・整備��������������������������������

復興まちづくりと防潮堤・水門の復旧整備は一体となって進められ、人
命と財産を守るため専門家による知見を踏まえ、高さや配置を検討しま
した。また、震災時に水門、陸こうの閉鎖作業に関わり
多くの消防団員が犠牲となった事実を踏まえ、衛星回線
を活用し、門扉の閉鎖などを自動で行う「水門・陸こう
自動閉鎖システム」の整備を進めています。

グループ補助金による中小企業等の再建支援�����������������

東日本大震災津波により被災した中小企業者などが一体となって進め
る施設・設備の復旧・整備を支援するため、「岩手県中
小企業等復旧・復興支援補助事業」（グループ補助）を実
施しています。

コミュニティ形成支援の取組������������������������

被災された方が恒久的な住宅へ移った後も安心して心豊か
に暮らせる生活環境を実現することが求められていること
から、住民相互のコミュニケーションを維持
するとともに、地域の結束力が更に強まるよ
う復興のステージに応じた地域コミュニティ
活動の環境を整備していく必要があります。

なりわいの再生������������������������������������

被災した漁船や養殖施設の整備が完了したほか、多くの
被災事業所が事業を再開し、大型商業施設や共同店舗が
開業するなど、復興は着実に進んでいます。
一方で、水産業では水揚げ量の回復や担い
手の確保、商工業では販路の回復や従業員
の確保といった課題があります。

災害公営住宅の整備���������������������������������������

沿岸市町村及び県では、東日本大震災津波の被災者向け住宅として、
比較的低廉な家賃で入居できる災害公営住宅を整備し
ています。沿岸部では建設予定全ての災害公営住宅が完
成しています。また、令和２年度中には県内全ての災害
公営住宅が完成します。

こころのケアの取組��������������������������������

被災者が安心して心豊かに暮らすことができるよう、生
活支援相談員による見守り相談や、災害公営住宅等にお
けるコミュニティ形成の支援を行うとともに、こころの
ケアセンターによる専門的な相談支援を
行うなど、被災者の皆さんの生活再建のス
テージに応じた切れ目のない支援に引き続
き、取り組んでいく必要があります。


